
【210314】 

- 1 - 

（仕様書別紙） 

新型コロナウイルスワクチン集団接種会場 設営仕様 

 

 本設営仕様は、別紙に示す集団接種会場の基本レイアウト設営図に関し、必要な事項を示すも

のである。 

 

１ 全会場共通事項                                    

 

・設営に必要な物品は、拠点会場分と巡回会場分の各々準備すること。なお、巡回会場である飯

南産業文化センターと BANKYO 文化会館については、物品は共用（同一のもの）とする。 

・受付、相談、予診、接種済証発行の各ブースには、卓上のアクリル板やビニールシートなどを

設置し、飛沫感染防止対策を施すこと。 

・パーテーションは、連結式のパネルではなく、折りたたみ式三連パーテーションやスクリーン

タイプなど簡易的なものとすること。数量は別紙図面を参考に必要数を想定すること。なお、

契約締結後に各会場の現地視察を行い、数量を確定するものとする。 

・接種ブースについては、待合や通路から内部が見えないよう、スクリーンパーテーションやカ

ーテン等による目隠しをすること。 

・松阪ショッピングセンター マームについて、基本レイアウト設営図から長机とパイプ椅子の

想定数量を下記のとおりとしたが、開始後のレイアウト変更等も視野に入れ、柔軟に対応する

必要があることから、別途予備分を適宜準備しておくこと。 

・設営及び運営上、追加して物品が必要となった場合は、市と協議の上、受託者において速やか

に調達すること。 

 

 

２ 松阪ショッピングセンター マーム                           

 

１．各ブース仕様 

ブース名 ブース・席数 調達する物品 

会場全体  パーテーション（間仕切り）：必要数 

ロープパーテーション：30 個程度 

スクリーンパーテーション：必要数 

看板：30 個程度（予備含む） 

車椅子：20 台（1 台は座椅子が幅広タイプ） 

出入口  長机：2 台 

パイプ椅子：20 脚（予備用） 

受付前待合 90 席程度 パイプ椅子：90 脚程度 

記載台：2 台 

受付・予診票確認 窓口：4 席 長机：6 台 

パイプ椅子：12 脚程度 
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ノート PC、バーコードリーダー：各 6 台 

プリンター（インクジェットで可） 

ポケット Wi-Fi 

キャビネット（施錠できるもの） 

相談 窓口：2 席 長机：2 台 

パイプ椅子：6 脚程度 

予診待合 20 席程度 パイプ椅子：20 脚程度 

予診 3 ブース 長机：3 台 

台（小型）：3 台 

キャスター・肘かけ付き椅子：3 脚 

回転丸椅子：3 脚 

パイプ椅子：3 脚 

接種待合 40 席程度 パイプ椅子：40 脚程度 

長机：1 台 

接種 6 ブース 

→一般用：3 

 ベッドあり：2 

 車椅子対応：1 

長机：6 台 

キャスター付き椅子：6 脚 

丸椅子：12 脚 

診察用ベッド及び診察用角枕：2 台 

照明（デスクライト等）：6 個 

経過観察 70 席程度 パイプ椅子：70 脚程度 

長机：2 台 

ストレッチャー及び簡易担架：各 1 台 

接種済証発行 窓口：4 席 長机：6 台 

パイプ椅子：6 脚 

ノート PC、バーコードリーダー：各 1 台 

ポケット Wi-Fi 

救護 2 ブース 診察用ベッド及び診察用角枕：2 台 

長机：4 台 

丸椅子：2 台 

薬剤充填  長机：10 台 

パイプ椅子：14 脚 

照明（デスクライト等）：適宜 

薬剤倉庫  長机：2 台 

パイプ椅子：4 脚 

倉庫  長机：8 台 

休憩室兼更衣室 2 部屋（男女別） 姿鏡：2 台 

長机：10 台 

パイプ椅子：20 脚 
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２．特記事項 

・長机の基本サイズは幅 1800mm とするが、ブースのサイズの都合上、接種済証発行ブースは幅

1200mm が望ましい。 

・予診票の記載台は長机でも構わないが、立って記載しやすいよう、高さのあるものが望ましい。 

・看板はホワイトボード型のもの（ホワイトボードマーカーで書き換え可能）とする。 

・配備する車椅子のうち 1 台を、座面の幅が広いタイプとすること。 

・会場内の照明が暗いため、照明（デスクライト等）は広範囲を明るく照らすことができる LED

アームライトなど、より明るいものを多数準備すること。 

 

 

３ 飯南産業文化センター                                 

 

１．各ブース仕様 

ブース名 ブース・席数 調達する物品 

会場全体  パーテーション（間仕切り）：必要数 

ロープパーテーション：25 個程度 

スクリーンパーテーション：必要数 

看板：20 個程度（予備含む） 

車椅子：8 台 

出入口・ロビー  記載台：2 台 

受付前待合 40 席程度 ― 

受付・予診票確認 窓口：4 席 ノート PC、バーコードリーダー：各 5 台 

プリンター（インクジェットで可） 

ポケット Wi-Fi 

キャビネット（施錠できるもの） 

相談 窓口：2 席 ― 

予診待合 10 席程度 ― 

予診 3 ブース キャスター・肘かけ付き椅子：3 脚 

回転丸椅子：3 脚 

接種待合 15 席程度 ― 

接種 4 ブース 

→一般用：2 

 車椅子対応：1 

 ベッドあり：1 

→開始前は 1 ブース

を薬剤充填に使用 

キャスター付き椅子：4 脚 

丸椅子：8 脚 

診察用ベッド及び診察用角枕：1 台 

照明（デスクライト等）：4 個 

経過観察 

→調理実習室 

20 席程度 ストレッチャー及び簡易担架：各 1 台 

接種済証発行 窓口：2 席 ノート PC、バーコードリーダー：各 1 台 
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→ロビー ポケット Wi-Fi 

救護 

→図書コーナー 

2 ブース 診察用ベッド及び診察用角枕：2 台 

丸椅子：2 台 

薬剤充填 1 ブース 丸椅子：4 台 

照明（デスクライト等）：適宜 

休憩室 

→2 階和室 

1 部屋 ― 

更衣室 

→2 階会議室 

1 部屋 ― 

 

２．特記事項 

・長机（幅 1800mm）とパイプ椅子は施設備品を使用することができる。これらは全て 2 階の会

議室に備え付けられているため、使用にあたっては運搬すること。なお、施設にはエレベータ

ーが無く、階段を使用することとなるため、運搬には十分注意すること。 

・予診票の記載台は長机でも構わないが、立って記載しやすいよう、高さのあるものが望ましい。 

・床への案内標示（テープによる導線の矢印など）は、極力行わないこと。 

・接種ブースのうち、薬剤充填ブースに隣接する 1 か所は、接種開始前の準備時間には薬剤充填

ブースとして使用するため、常設の薬剤充填ブースとの間のパーテーションをキャスター付き

の移動できるものとし、二つのブースを一体的に使用できるようにすること。 

・看板はホワイトボード型のもの（ホワイトボードマーカーで書き換え可能）とする。 

・会場内の照明が暗いため、照明（デスクライト等）は広範囲を明るく照らすことができる LED

アームライトなど、より明るいものを多数準備すること。 

 

 

４ BANKYO文化会館                                   

 

１．各ブース仕様 

ブース名 ブース・席数 調達する物品 

会場全体  パーテーション（間仕切り）：必要数 

ロープパーテーション：30 個程度 

スクリーンパーテーション：必要数 

看板：20 個程度（予備含む） 

車椅子：8 台 

出入口  ― 

受付前待合 60 席程度 記載台：2 台 

受付・予診票確認 窓口：4 席 ノート PC、バーコードリーダー：各 5 台 

プリンター（インクジェットで可） 

ポケット Wi-Fi 

キャビネット（施錠できるもの） 
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相談 窓口：2 席 ― 

予診待合 10 席程度 ― 

予診 3 ブース キャスター・肘かけ付き椅子：3 脚 

回転丸椅子：3 脚 

接種待合 15 席程度 ― 

接種 4 ブース 

→一般用：2 

 車椅子対応：1 

 ベッドあり：1 

キャスター付き椅子：4 脚 

丸椅子：8 脚 

診察用ベッド及び診察用角枕：1 台 

照明（デスクライト等）：4 個 

経過観察 

→講座室、展示室 

講座室：36 席程度 

展示室：15 席程度 

ストレッチャー及び簡易担架：各 1 台 

接種済証発行 

→ロビー 

窓口：2 席 ノート PC、バーコードリーダー：各 1 台 

ポケット Wi-Fi 

照明（デスクライト等）：3 個 

救護 

→創作室 

2 ブース 診察用ベッド及び診察用角枕：2 台 

丸椅子：2 台 

薬剤充填 

→楽屋ロビー 

 ― 

休憩室兼更衣室 

→楽屋 

3 部屋 ― 

 

２．特記事項 

・長机（幅 1800mm）とパイプ椅子及びホール内のスタッキングチェアーは施設備品を使用する

ことができる。 

・予診票の記載台は長机でも構わないが、立って記載しやすいよう、高さのあるものが望ましい。 

・床への案内標示（テープによる導線の矢印など）は、極力行わないこと。 

・看板はホワイトボード型のもの（ホワイトボードマーカーで書き換え可能）とする。 

・会場内の照明が暗いため、照明（デスクライト等）は広範囲を明るく照らすことができる LED

アームライトなど、より明るいものを多数準備すること。 

 

 

 


